
町
政
を
問
う

一般質問

12
月
議
会
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

河川の監視カメラを増設してはどうか

県に対し、追加要望するとともに
神戸町としても、前向きに検討していく

林  利雄 議員

⑴　

８
月
下
旬
、
非
常
に
強

い
台
風
で
杭
瀬
川
及
び
奥

川
の
水
位
が
上
昇
し
、
新

西
保
区
と
更
屋
敷
区
の
一

部
、
８
世
帯
24
名
に
避
難

指
示
、
さ
ら
に
新
西
保
区

の
67
世
帯
１
６
９
名
に
高

齢
者
等
避
難
が
発
令
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
指
示
は
、

ど
の
よ
う
な
手
順
で
発
令

さ
れ
た
の
か
。

⑵　

神
戸
町
に
は
、
柳
瀬
の

平
野
井
川
、大
字
神
戸
地
内

の
東
平
野
井
川
、和
泉
の
菅

野
川
な
ど
い
く
つ
も
の
河

川
が
あ
る
。リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
水
位
の
上
昇
を
把
握
し
、

住
民
の
方
々
を
水
害
か
ら

守
る
た
め
に
は
、監
視
カ
メ

ラ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
。

町
内
の
水
位
計
及
び
監

視
カ
メ
ラ
の
整
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま

た
、河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
を

増
設
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　

防
災
行
動
計
画
（
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
き
、災

害
本
部
を
立
ち
上
げ
、降
雨

量
な
ど
の
気
象
デ
ー
タ
や
、

国
・
県
が
管
理
す
る
河
川
の

水
位
計
の
状
況
、現
地
へ
の

職
員
派
遣
に
よ
る
状
況
確

認
を
し
た
上
で
、避
難
指
示

等
の
発
令
を
行
っ
て
い
る
。

⑵　

国
の
管
理
河
川
の
揖
斐

川
で
は
、
水
位
計
が
２
カ

所
、監
視
カ
メ
ラ
が
１
台
設

置
さ
れ
て
い
る
。県
の
管
理

河
川
で
は
、水
位
計
が
６
カ

所
、監
視
カ
メ
ラ
が
２
台
設

置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、神
戸
町

独
自
の
水
位
計
及
び
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
は
な
い
。

河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
に

つ
い
て
は
、河
川
の
水
位
上

昇
を
的
確
に
把
握
し
、浸
水

被
害
の
予
測
、さ
ら
に
は
住

民
へ
の
迅
速
な
避
難
情
報

発
令
に
繋
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。そ

の
た
め
、監
視
カ
メ
ラ

の
増
設
に
つ
い
て
、県
に
追

加
要
望
す
る
と
と
も
に
、神

戸
町
と
し
て
も
、設
置
に
つ

い
て
、前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

公
共
下
水
道
整
備

事
業
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
整
備
事
業
に

お
い
て
、
神
戸
町
の
接
続
率

は
低
い
が
、
今
後
、
加
入
促

進
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ　
町　
長

現
在
、
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
奨
励
金
制

度
と
利
子
補
給
制
度
の
２
つ

の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

下
水
道
使
用
料
収
入
の
増

加
に
繋
げ
る
た
め
に
も
、
町

広
報
紙
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
は
じ

め
、
自
治
会
単
位
で
の
加
入

説
明
会
や
、
重
点
地
区
を
設

定
し
、
個
別
訪
問
を
実
施
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
加
入
率

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

加納川に設置されている監視カメラ
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宮川一美 議員

神
戸
町
の
高
齢
化
率
は

33
％
で
増
加
傾
向
で
あ
る
。

ま
た
、
日
常
生
活
で
の
移
動

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
も

多
く
い
る
と
聞
く
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ば
ら

タ
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
は
ま

す
ま
す
期
待
が
高
ま
る
と
思

わ
れ
る
が
、
次
の
点
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

⑴　
池
田
町
に
あ
る
新
生
病

院
を
ば
ら
タ
ク
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
４
番
目
の
町
外
指

定
医
療
機
関
に
追
加
す
る

考
え
は
な
い
か
。

⑵　
ば
ら
タ
ク
の
タ
ク
シ
ー

不
足
に
つ
い
て
ど
う
対
処

し
て
い
く
の
か
。

⑶　

高
齢
者
の
外
出
、
社
会

参
加
の
拡
大
等
を
支
援
す

る
た
め
、シ
ニ
ア
カ
ー
の
購

入
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
西
濃
圏
域
救
急
病
院
医

療
機
関
で
あ
り
、
多
く
の

町
民
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
垣
市
民

病
院
・
大
垣
徳
洲
会
病
院
・

西
濃
厚
生
病
院
に
次
ぐ
、

4
番
目
の
受
診
者
数
と

な
っ
て
お
り
、
財
政
的
負

担
を
考
慮
し
つ
つ
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

⑵　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
し

て
お
り
、
配
車
す
る
タ
ク

シ
ー
も
足
り
な
い
状
況
で

あ
る
。
タ
ク
シ
ー
会
社
に

対
し
て
、
引
き
続
き
働
き

か
け
て
い
く
。

⑶　

安
八
郡
広
域
連
合
で

は
、
介
護
保
険
適
用
と
な

る
貸
与
を
行
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
見
守
り
、

安
否
確
認
に
つ
い
て

一
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

神
戸
町
で
は
、
ど
の
よ
う

な
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
町　
長

一
つ
目
は
、「
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
事
業
」。急
病
や
事
故

等
が
起
き
た
と
き
に
、
直
接

大
垣
消
防
本
部
内
の
緊
急
通

報
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、「
在
宅
高
齢
者

等
見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」。
安
否
確
認
を
兼
ね
て
、

昼
食
、
夕
食
の
配
達
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、「
友
愛
訪
問
」。

希
望
さ
れ
た
独
居
の
方
を
、

民
生
児
童
委
員
が
月
一
回
訪

問
し
、
近
況
の
把
握
と
激
励

を
行
っ
て
い
る
。

自
立
外
出
で
き
な
い

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

選
挙
投
票
支
援
に

つ
い
て

投
票
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
が
投
票
で
き
る
選
挙
投
票

支
援
に
つ
い
て
何
か
な
い
も

の
か
。

Ａ 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

寝
た
き
り
な
ど
の
自
立
外

出
で
き
な
い
高
齢
者
や
、
身

体
障
が
い
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
郵
便
投
票
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
制
度
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
指
定
老

人
ホ
ー
ム
、
指
定
病
院
等
に

入
所
、
ま
た
は
入
院
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

引
き
続
き
、
国
の
動
向
を

注
視
し
、
今
後
も
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

ば
ら
タ
ク
の
町
外
指
定
医
療
機
関
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か

財
政
的
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

新しくなった新生病院（池田町本郷）
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学校給食での地産地消を推進するため
数値目標を設定してはどうか

学校給食運営委員会などで協議していきたい

⑴　
岐
阜
県
の
令
和
５
年
度

の
「
学
校
給
食
地
産
地
消

統
計
」
で
は
、
神
戸
町
は

県
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い

る
。
地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
、
数
値
目
標
を
設

定
し
て
は
ど
う
か
。

⑵　
地
産
地
消
の
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、（
仮
称
）「
食

育
推
進
基
金
」
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　
教　
育　
長

⑴　
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
は
、
地
元
の
食
材

や
食
文
化
を
学
ぶ
重
要
な

取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
。

地
場
産
品
を
通
じ
て
、
地

域
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

生
産
者
の
努
力
や
食
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
育

む
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
効
果
も
あ
る
。

神
戸
町
で
は
、
数
値
目

標
は
定
め
て
い
な
い
が
、

月
の
半
数
以
上
は
神
戸
町

産
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

よ
う
努
め
て
お
り
、
令
和

５
年
度
は
、
小
松
菜
・
グ

リ
ー
ン
ね
ぎ
な
ど
、
年
間

約
３
．
１
ト
ン
を
使
用
し

た
。数

値
目
標
の
設
定
に
関

し
て
は
、
今
後
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
献
立
内
容
を
考

慮
し
た
上
で
、
学
校
給
食

運
営
委
員
会
な
ど
で
協
議

し
て
い
き
た
い
。

⑵　
現
時
点
で
は
、
基
金
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い

が
、
他
市
町
の
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
い
き
た

い
。養

老
鉄
道
に
つ
い
て

⑴　
車
両
故
障
・
事
故
時
の

無
人
駅
で
待
っ
て
い
る
乗

客
へ
の
情
報
提
供
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑵　
沿
線
住
民
か
ら
、
線
路

沿
い
の
草
へ
の
苦
情
を
聞

く
。
除
草
対
策
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
運
転
見
合
わ
せ
時
に
お

け
る
無
人
駅
の
乗
客
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
養

老
鉄
道
で
は
、
大
垣
駅
か

ら
全
駅
に
一
斉
に
放
送
設

備
を
通
じ
て
、
運
行
情
報

に
つ
い
て
案
内
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
養
老
鉄
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
お
知

ら
せ
を
し
て
い
る
。

⑵　
沿
線
の
除
草
に
つ
い
て

は
、（
一
社
）
養
老
線
管
理

機
構
が
計
画
的
に
行
っ
て

い
る
。

区
長
を
通
じ
て
除
草
の

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
管
理
機
構
に
対

し
、
当
該
箇
所
の
除
草
を

要
請
す
る
。

職
員
の
宿
直
に

つ
い
て

近
隣
自
治
体
で
、
宿
直
を

民
間
委
託
に
移
行
す
る
と
こ

ろ
が
で
て
い
る
。

神
戸
町
で
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
町　
長

宿
直
業
務
に
つ
い
て
は
、

戸
籍
関
係
等
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
影
響
、
ま
た
、
災
害
時

へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
民
間
委

託
の
導
入
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

小川榮一 議員
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大場光晴 議員

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

多
数
の
建
築
物
の
天
井
が
脱

落
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。

そ
こ
で
建
築
基
準
法
施
行

令
等
が
平
成
26
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

り
各
小
学
校
体
育
館
の
天
井

も
外
さ
れ
た
。

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

を
活
用
し
て
中
央
公
民
館
等

の
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

⑴　
中
央
公
民
館
等
の
今
後

の
改
修
工
事
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

⑵　
工
事
期
間
中
、
代
替
施

設
は
あ
る
の
か
。

A　
町　
長

⑴　
中
央
公
民
館
の
改
修
事

業
は
、
現
行
の
建
築
基
準

法
上
「
既
存
不
適
格
」
と

な
っ
て
い
る
大
ホ
ー
ル
、

及
び
３
階
大
会
議
室
天
井

の
耐
震
改
修
、
並
び
に
現

状
５
９
９
席
の
座
席
を
十

分
な
座
席
間
隔
を
確
保
し

た
４
６
０
席
前
後
へ
の
座

席
設
置
の
変
更
等
を
計
画

し
て
い
る
。

昨
年
度
に
基
本
設
計
、

今
年
度
は
実
施
設
計
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
の
夏

頃
を
目
途
に
入
札
、
契
約

を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
工
事
予
定
期
間

は
、
来
年
度
の
出
初
式
・

飛
翔
二
十
歳
を
祝
う
会
終

了
後
の
令
和
８
年
１
月
か

ら
８
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。

⑵　

３
階
大
会
議
室
に
つ
い

て
は
、
２
階
・
３
階
会
議

室
や
２
階
和
室
会
議
室
等

を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う

周
知
し
て
い
き
た
い
。

大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は

町
内
に
代
替
施
設
が
な
い

た
め
、
各
種
団
体
に
は
早

期
の
周
知
に
努
め
、
利
用

時
期
の
変
更
等
に
つ
い
て

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

ば
ら
タ
ク
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
、
大
垣
市
民
病
院
・
大
垣

徳
洲
会
病
院
・
西
濃
厚
生
病

院
の
３
つ
の
町
外
指
定
医
療

機
関
に
拡
大
さ
れ
、
午
前
８

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
利

用
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

⑴　
町
外
の
３
つ
の
指
定
医

療
機
関
へ
拡
充
し
た
後
の
、

ば
ら
タ
ク
の
利
用
台
数
は
。

⑵　
ば
ら
タ
ク
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
対
し
て
、
現
在
タ
ク

シ
ー
は
何
台
確
保
さ
れ
て

い
る
か
。

⑶　

今
後
、
ば
ら
タ
ク
の
利

用
範
囲
等
の
変
更
は
考
え

て
い
る
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
一
年
間
で
、
町
外
指
定

医
療
機
関
へ
の
利
用
台
数

は
、合
計
で
３
２
８
０
台
、

月
平
均
２
７
３
台
と
な
っ

て
い
る
。

⑵　
町
内
に
常
時
８
台
ほ
ど

の
車
両
が
待
機
し
て
お

り
、
混
雑
時
に
は
、
近
隣

市
町
の
待
機
所
に
配
車
要

請
し
、
対
応
し
て
い
る
。

⑶　
町
外
指
定
医
療
機
関
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
受
診

者
数
や
経
費
負
担
増
等
を

見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

都
市
再
生
整
備
計
画
を
利
用
し
た
中
央
公
民
館
の

改
修
工
事
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

令
和
８
年
１
月
か
ら
８
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
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防災意識の向上と、情報共有のあり方は

あらゆる機会で防災意識の向上に努め、
ごうど情報アプリの防災機能を強化していきたい

昨
年
の
元
旦
に
能
登
半
島

地
震
が
起
き
、
8
月
に
は
台

風
10
号
に
よ
っ
て
、
神
戸
町

で
も
農
作
物
の
被
害
が
出

た
。
防
災
意
識
を
高
め
、
情

報
を
ど
う
町
民
に
届
け
る
か

が
大
切
と
考
え
る
。

⑴　
利
用
度
の
高
い
神
戸
公

式
ラ
イ
ン
に
防
災
機
能

（
河
川
水
位
、災
害
通
報
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
デ

ジ
タ
ル
避
難
訓
練
、
防
災

ク
イ
ズ
等
）
を
集
約
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
は
。

⑵　

各
地
域
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
向
け
に
防
災
講
座
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、全
町
民

向
け
の
開
か
れ
た
防
災
講

座
が
最
近
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。台
風
10
号
で
神
戸
町

も
被
害
を
受
け
て
お
り
、全

町
民
対
象
、洪
水
対
応
の
講

座
を
行
っ
て
は
。

⑶　
防
災
意
識
の
向
上
策
と

し
て
、
小
学
生
向
け
に
防

災
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
施

し
て
い
る
他
市
町
の
事
例

が
あ
る
が
、
神
戸
町
で
も

取
り
入
れ
て
は
。

Ａ　
町　
長

⑴　
ご
う
ど
情
報
ア
プ
リ
に

お
い
て
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
更
新

に
伴
う
防
災
無
線
放
送
と

の
連
携
を
は
じ
め
、
防
災

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
ン
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

⑵　

町
総
合
防
災
訓
練
は
、

こ
れ
ま
で
避
難
所
運
営
訓

練
を
中
心
に
実
施
し
て
き

た
が
、
昨
年
度
か
ら
風
水

害
を
対
象
と
し
た
災
害
図

上
訓
練
に
変
更
し
て
い

る
。今

後
も
住
民
の
方
が
防

災
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会

を
積
極
的
に
作
っ
て
い
き

た
い
。

⑶　
近
隣
市
町
の
情
報
収
集

を
行
い
な
が
ら
、
学
校
と

も
連
携
し
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
教
育
に　

つ
い
て

⑴　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
成
果
と
課
題
は
。

⑵　
情
報
を
鵜
吞
み
に
し
な

い
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
今

ま
で
以
上
に
必
要
と
考
え

る
が
、
今
後
さ
ら
に
拡
充

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
教　
育　
長

⑴　
成
果
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
児
童
生
徒
の
個
別
最

適
な
学
習
が
進
み
、
興
味

関
心
を
高
め
る
こ
と
で
学

習
意
欲
の
向
上
に
寄
与

し
、
児
童
生
徒
同
士
の
協

働
的
な
学
び
が
促
進
さ
れ

て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
授
業
と
家
庭
学
習
の
連

動
に
ま
で
生
か
す
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、

児
童
生
徒
が
情
報
の
取
捨

選
択
を
適
切
に
行
え
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

⑵　
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
教
職
員
が
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性

を
理
解
し
、
効
果
的
に
指

導
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
、
専
門
家
を
外
部
講
師

と
し
て
招
い
て
、
特
別
授

業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
る
こ
と
、
保
護
者

向
け
に
情
報
提
供
や
啓
発

を
行
な
う
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
行
事
例
を
参
考
に
、

優
れ
た
教
材
を
活
用
し
な

が
ら
授
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。

宮嶋健太郎 議員

風水害を対象とした災害図上訓練の様子
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鈴木愛子 議員

現
在
、新
年
度
予
算
編
成
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。我
が
党

は
例
年
の
よ
う
に
、
11
月
27

日
、神
戸
町
に
対
し
て
新
年
度

予
算
の
要
望
を
提
出
し
た
。

⑴　

新
年
度
予
算
編
成
に
臨

む
基
本
的
な
考
え
方
と
、異

常
な
物
価
高
に
苦
し
む
住

民
へ
の
生
活
支
援
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

⑵　
現
在
進
め
て
い
る
「
小

学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
」
を
前
倒
し
し

て
実
施
で
き
な
い
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計

へ
の
影
響
は
、
極
め
て
厳

し
い
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏

ま
え
、
物
価
高
騰
対
策
の

支
援
策
を
は
じ
め
、安
心
・

安
全
の
向
上
に
重
点
配
分

す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
様

の
生
活
を
守
り
、
支
え
る

施
策
を
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
。

⑵　
近
隣
市
町
に
先
駆
け
て
、

小
学
校
体
育
館
の
空
調
設

置
事
業
を
進
め
て
お
り
、

令
和
６
年
度
に
は
、
神
戸

小
学
校
へ
の
設
置
を
完
了

し
た
。

来
年
度
以
降
も
、
財
政

面
を
考
慮
し
つ
つ
、
か
つ
、

避
難
所
の
確
保
や
施
設
開

放
の
観
点
か
ら
、
順
次
設

置
工
事
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

町
民
体
育
館
の
天
井

剥
離
の
落
下
に
よ
る

一
部「
使
用
不
可
」に

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活

動
の
振
興
に
と
っ
て
、
体
育

館
の
有
効
使
用
は
重
要
な
条

件
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
、
そ
の
町
民

体
育
館
が
「
使
用
制
限
」
と

な
り
、
何
と
か
早
期
改
修
は

で
き
な
い
の
か
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
る
。

１
９
７
９
年
３
月
に
建
設

さ
れ
45
年
が
経
過
し
て
お

り
、
現
状
の
把
握
に
時
間
が

要
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

早
期
改
修
が
で
き
な
い
も
の

か
。

Ａ　
町　
長

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

落
下
原
因
の
調
査
委
託
経
費

を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
天

井
部
材
の
調
査
を
実
施
す

る
。落

下
原
因
を
特
定
し
た
う

え
で
、
修
繕
工
事
を
進
め
、

安
全
・
安
心
に
施
設
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
早
期
の
体
育

館
の
利
用
再
開
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

今
後
は
、
令
和
７
年
度
中

に
「
町
民
体
育
館
耐
震
補
強

計
画
」
の
策
定
を
行
い
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
、
体
育

館
の
改
修
に
対
す
る
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う

社
会
情
勢
を
的
確
に
と
ら
え
、
弾
力
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
き
た
い

一部使用不可の町民体育館
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安
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0584）27-5363　
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  https://w
w

w
.tow

n.godo.gifu.jp/
表
紙
の
写
真
は
、
大
晦
日
の
神
戸
町
大
字
神
戸
の
影

向
山
神
護
寺
善
学
院
本
堂
で
す
。除
夜
の
鐘
が
始
ま
る

頃
に
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
、
こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
10
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

善
学
院
本
堂
は
、
昭
和
33
年
９
月
30
日
に
町
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。藤
原
時
代
の
建
築
様
式

で
あ
る
寝
殿
造
り
で
、
本
堂
の
中
陣
の
柱
は
、
手ち

ょ
う
な斧
造

り
に
な
り
ま
す
。柱
の
角
が
大
き
く
面
を
と
っ
て
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。
一
部
の
柱
は
、開
基
当
時
の
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
原
時
代
の
客
殿
に
外
陣
、余

間
を
建
て
増
や
し
た
も
の
で
あ
り
、中
陣
内
陣
の
遺
構

は
藤
原
期
の
特
徴
を
持
っ
た
貴
重
な
建
築
物
で
す
。

３月定例会の
お知らせ

☆会期の日程
　3 月 3 日（月）
　　開会、議案の説明
　3 月 12 日（水）
　　一般質問
　3 月 13 日（木）
　　議案の審議
☆場所
　役場３階　議場
☆時間
　午前９時 30 分から

善学院本堂

議会の動き（11月～ 1月）

11月 1月

12月

18 日（月）議会運営委員会
21 日（木）市町村議会議員セミナー
25 日（月）全員協議会
　　　　　  JA 厚生連説明会

10 日（金）議会運営委員会
　　　　　  広報編集特別委員会
17 日（金）広報編集特別委員会
　　　　　  全員協議会
　　　　　  第 1 回臨時会
20 日（月）
　　

～
　　  市町村長等・議会議員

　　　　　  特別セミナー
21 日（火）
29 日（水）議会フレイルチェック会
　　　　　  議会交流会

  2 日（月）第 5 回定例会（初日）
　　　　　  神戸小学校屋内運動場現地視察
  4 日（水）民生文教常任委員会
  5 日（木）総務建設常任委員会
11 日（水）第 5 回定例会（一般質問）
12 日（木）第 5 回定例会（議案審議）
　　　　　  全員協議会
　　　　　  議会改革特別委員会
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